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平田栄一朗著

卜桂と不在のパラドックス
日欧の現代演劇諭

5・10刊四六判400頁本体3000円

三元祖

「パラドックス」に耐える胆力
ドイツの演劇美学を土台としつつ、日欧の舞台の具体的な
「上演分析」とも結びつく、刺激的かつ本格的な現代演劇論

寺尾格

演
出
家
の
ピ
ー
去
－
・
ブ
ル
ッ

ク
が
『
な
に
も
な
い
空
間
』
（
晶

文
社
、
⊥
9
7
⊥
年
）
で
瞳
感
的

に
把
握
し
た
現
代
演
劇
の
発
想

を
、
豊
富
な
演
劇
実
践
を
通
し
て

概
念
化
し
た
の
は
、
ハ
ン
ス
・
テ

ィ
ー
ス
・
レ
ー
マ
ン
の
『
ポ
ス
ト

ド
ラ
マ
演
劇
』
（
同
学
社
、
2
0

0
2
年
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
キ
ー

概
念
は
、
さ
ら
に
エ
リ
カ
・
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
・
リ
ヒ
テ
の
只
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
美
学
』
（
論
創
社
、

2
0
0
9
年
）
に
よ
っ
て
、
俳
優

の
身
体
性
の
「
現
前
」
を
軸
に
し

た
観
客
の
知
覚
の
問
題
と
し
て
理

論
化
さ
れ
た
。
末
書
の
著
者
平
田

氏
は
、
レ
ー
マ
ン
と
リ
ヒ
テ
の
そ

れ
ぞ
れ
の
著
書
の
日
本
語
訳
の
作

業
に
携
わ
り
、
ま
た
自
身
で
も
『
ド

ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
』
i
（
三
元
祖
、
2

0
⊥
0
年
）
の
執
筆
に
よ
っ
て
、

ド
イ
ツ
お
よ
び
日
本
の
演
劇
の
現

場
の
事
情
に
も
深
い
理
解
を
示
し

て
い
る
。
従
っ
て
本
書
は
ド
イ
ツ

の
演
劇
美
学
を
土
合
と
し
つ
つ
、

日
欧
の
様
々
な
舞
台
の
具
体
的
な

「
上
演
分
析
」
と
も
結
び
つ
く
、

刺
激
的
か
つ
本
格
的
な
現
代
演
劇

論
と
な
っ
て
い
る
。

理
論
編
、
プ
レ
ゼ
ン
ス
編
、
ア

ブ
セ
ン
ス
編
の
三
つ
に
分
け
ら

れ
、
問
題
提
起
と
し
て
の
プ
ロ
ロ

ー
グ
の
序
章
と
、
経
論
と
し
て
の

終
章
が
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
な
る
の

で
、
あ
た
か
も
五
幕
権
威
の
古
典

的
な
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
を
思
わ

せ
る
構
成
で
あ
る
。
理
論
編
で
紹

介
さ
れ
る
「
プ
レ
ゼ
ン
ス
ー
プ
ブ

セ
ン
ス
論
争
」
は
、
2
0
0
0
年

以
降
の
「
全
の
ド
イ
ツ
演
劇
学

の
旬
の
テ
ー
マ
で
、
著
者
は
俳
優

身
体
の
「
現
前
」
を
中
心
と
す
る

プ
レ
ゼ
ン
ス
（
＝
在
）
論
と
、
観

客
の
「
知
覚
」
の
不
安
定
性
を
中

心
と
す
る
ア
ブ
セ
ン
ス
（
＝
不
在
）

論
の
幾
つ
も
の
静
穏
を
比
較
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
不
十
分
さ
を
明

ら
か
に
す
る
。
理
論
的
な
目
配
り

は
徹
底
的
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う

な
著
者
の
主
張
を
導
き
だ
す
。
す

な
わ
ち
俳
優
の
身
体
の
「
現
前
・

あ
る
（
在
）
」
が
強
課
さ
れ
る
プ

レ
ゼ
ン
ス
の
舞
台
で
は
、
逆
に
観

客
の
知
覚
の
「
不
安
定
さ
・
無
い

（
不
在
）
」
こ
と
へ
の
意
識
が
喚

起
さ
れ
、
ま
た
「
何
も
無
い
（
不

奄
）
」
ア
ブ
セ
ン
ス
舞
台
で
は
、

逆
に
「
あ
る
（
在
）
」
こ
と
へ
の

観
客
の
意
識
が
、
逆
説
的
に
強
調

さ
れ
る
。
従
っ
て
、
「
在
と
不
在

の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
（
両
義
性
）
」

に
対
す
る
「
気
つ
き
（
省
察
）
」

こ
そ
が
、
演
劇
「
上
演
」
に
固
有

の
「
揺
ら
ぎ
（
蓬
巡
）
」
の
ズ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を
生
み
出
す
「
美
的
原

聖
と
な
る
。

第
二
革
以
下
で
は
、
理
論
的
な

論
及
を
補
強
す
る
た
め
の
具
体
例

と
し
て
の
舞
台
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
。
ま
ず
ク
・
ナ
ウ
カ
の
富
士
女

メ
デ
ィ
ア
』
が
、
「
雄
弁
（
奄
）
」

と
「
沈
黙
（
不
在
）
」
の
「
両
義

堂
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
日
本
の
ス
ト
ア
ハ
ウ
ス
カ

ン
パ
ニ
ー
の
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
シ

ア
タ
ー
」
、
ド
イ
ツ
の
カ
ス
ト
ル

フ
演
出
『
終
着
駅
ア
メ
リ
カ
』
、

ベ
ル
ギ
ー
の
ニ
ー
ド
・
カ
ン
パ
ニ

ー
『
テ
ィ
ア
・
ハ
ウ
ス
』
、
ス
イ

ス
の
マ
ル
雰
－
ラ
ー
演
出
『
ム
ル

ク
ス
』
『
三
人
姉
妹
』
と
続
き
、

最
後
が
東
日
本
大
震
災
に
触
発
さ

れ
た
「
マ
レ
ピ
ト
の
会
」
に
よ
る

「
カ
姦
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
演
劇
」
と

い
う
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
あ
る
。

プ
レ
ゼ
ン
ス
縞
の
三
つ
の
革
の

テ
ー
マ
は
、
「
出
現
の
不
確
茎
、

「
過
剰
と
鬱
」
、
売
著
と
生
者
の

哀
悼
劇
」
と
、
各
章
で
の
「
在
」

と
「
不
善
の
絡
み
合
い
が
多
面

的
に
扱
わ
れ
る
と
共
に
、
論
点
が

次
第
に
折
り
重
な
っ
て
、
理
論
的

な
深
み
に
向
か
っ
て
進
む
の
で

よ
く
で
き
た
ド
ラ
マ
を
読
ん
で
い

る
よ
う
な
知
的
興
奮
を
お
ぼ
え

る。
著
者
の
立
場
は
、
一
方
的
な
理

解
を
否
定
し
っ
つ
も
、
ア
ブ
セ
ン

ス
論
の
射
程
を
広
く
と
ら
え
て
い

る
の
で
、
評
者
に
は
前
半
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
編
以
上
に
、
後
半
の
方
に

強
い
興
味
が
そ
そ
ら
れ
た
。
つ
ま

り
「
何
も
な
い
」
「
何
も
起
こ
ら

な
い
」
非
常
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
舞

台
の
積
極
的
な
分
析
と
理
論
構
築

で
あ
る
。
ま
ず
「
踊
ら
な
い
身
体
」
、

次
に
「
不
在
と
遅
滞
」
、
そ
し
て

最
後
が
「
カ
女
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
演

劇
」
と
な
る
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ

ツ
の
証
言
に
関
す
る
ジ
ョ
ル
ジ
ョ

・
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
指
摘
を
参
照
し

な
が
ら
、
「
証
言
す
る
も
の
は
、

証
言
さ
れ
な
い
も
の
で
し
か
あ
り

え
な
い
」
と
い
う
「
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
」
が
提
示
さ
れ
る
。
死
者
は
語

れ
な
い
の
だ
。
「
語
る
と
語
ら
な

い
」
「
見
る
と
見
え
な
い
」
「
在
と

不
奮
、
そ
の
よ
う
に
多
様
な
「
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
」
を
引
き
受
け
る
こ

と
を
通
し
て
し
か
、
現
代
の
「
脱

主
体
化
」
さ
れ
た
時
代
を
語
る
「
主

体
」
は
成
立
し
え
な
い
。
こ
の
あ

た
り
が
、
著
者
の
視
点
の
勘
所
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『
マ
ク
ベ
ス
』
の
「
き
れ
い
は

き
た
な
い
、
き
た
な
い
は
き
れ
い
」

に
な
ぞ
ら
え
れ
ば
、
さ
し
ず
め
「
あ

る
は
無
い
、
無
い
は
あ
る
」
と
な

る
だ
ろ
う
。
複
雑
な
現
実
世
界
と

誠
実
に
対
時
す
る
た
め
に
は
、
声

高
に
叫
ば
れ
る
安
易
な
出
来
合
い

の
「
解
決
」
を
拒
否
し
、
自
ら
の

「
無
力
さ
」
を
見
つ
め
る
「
受
動

性
の
積
極
的
な
意
識
に
こ
そ
、
反

転
の
愛
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
可
能
性
が

あ
る
」
。
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
耐
え

る
「
胆
力
」
を
鍛
え
る
機
会
が
、

現
実
（
在
）
と
非
現
実
（
不
在
）

の
せ
め
ぎ
あ
う
演
劇
と
い
う
「
美

的
経
験
」
の
場
で
は
な
い
の
か
。

そ
の
よ
う
な
熱
い
主
張
が
、
精
緻

な
理
論
的
探
究
の
向
こ
う
側
か
ら

響
い
て
く
る
。

装
丁
も
な
か
な
か
凝
っ
て
い

る
。
表
紙
の
上
方
に
は
福
島
の
海

を
見
つ
め
る
女
性
の
後
ろ
姿
、
そ

れ
を
囲
む
書
名
と
震
災
の
跡
ら
し

き
写
真
が
中
央
、
そ
し
て
下
方
に

は
「
何
も
な
い
」
青
空
と
白
い
零

本
書
の
内
容
と
対
応
し
っ
つ
、
し

か
も
様
々
な
連
想
も
喚
起
さ
れ

て
、
思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
専
修
大
学
経
済
学
部
教
員
／
ド

イ
ツ
文
学
・
ド
イ
ツ
演
劇
）

一
ノ
ン
ン
ン
Z
′
ソ
・
ノ
ン
ノ
Z
ノ
ン
ノ
ノ
ン
レ
イ
左
方
／
Y
へ
／
リ
シ
ン
ノ
ン
／
ノ
ン
／
ノ
ン
ノ
ノ
ン
ノ
ノ
ン
ノ
ン
ノ
ン
ノ
シ
ソ
／
ク
レ
ソ
ン
シ
ソ
ケ
ソ
ン
Z
ら
／
Z
／
／
ソ
ら
／
ノ
ン
ノ
り
ん
′
イ
ノ
シ
シ
り
Z
ノ
ン
Z
ク
ッ
ク
ノ
Z
ク
ソ
レ
ク
ノ
ン
ノ
ノ
ン
ノ
Z
ク
ノ
ン
Z
ク
ノ
ン
Z
ク
Z
ク
ノ
ン
Z
Z
ク
Z
タ
ン
Z
タ
ン
Z
ノ
ン
ノ
ン
ノ
ソ
Z
ノ
ン
Z
ク
Z
Z
ク
Z
ノ
Z
ノ
Z
ノ
ン
Z
ケ
ソ
ン
ノ
ン
Z
ノ
ン
ケ
ン
Z
Z
タ
ン
Z
ク
Z
ク
ツ
Z
Z
一
シ
ソ
／
／
／
メ
イ
ら
ち
ウ
シ
タ
ン
／
／
／
メ
イ
ク
ブ
タ
ン
ン


